
《どうでもいい話、その 626》 
 

どうでもよくない皆様へ 

 

こんにちは！ 

正月の初詣は毎年、神戸市垂水区の海神社と明石市にある柿本神社に行きます。海

神社は地元のため、また柿本神社は、私の次男が柿本神社の宮司の息子さんと中学・

高校同級生の仲良しだからです。以前はよく家に遊びに来ました。現在は息子さん

が後を継いで宮司になっています。そんな関係でお参りに行っていますが、柿本神

社は歴史があり、４００年ほど前に明石城主の小笠原忠真公が飛鳥時代宮廷に仕え

た歌人の柿本人麻呂公をご祭神として祀ったことを起源とする神社です。七五三、

安産祈願と共に合格祈願で訪れる参拝客が多く、特に正月は学校の受験間近のため

受験生が多くお参りします。なぜ受験生が多く祈願するかというと、明石は明石港

で水揚げされるタコが有名で、神社にも売店で明石ダコの置物を売っています。タ

コは、英語で「ＯＣＴＯＰＵＳ オクトパス」です。このタコの置物を机に置いて勉

強すると試験にパスする「置くとパス」の縁起物なのです。ただ好きな相手にはこ

の置物をプレゼントしないでください。置くとパスされます。 

 

                                     岩波より 

 

＊手前みそですが、久しぶりに神戸新聞にどうでもいい文を投稿したところ、即昨日掲載されましたので

添付ファイルにて送ります 
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